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①第三者評価機関情報

評価機関名： 愛知県社会福祉協議会福祉サービス第三者評価事業所

（認証番号：１８地福第１０２－３号）

訪問調査
平成１９年３月７日　(水)

　 　 実施日：

②事業者情報

名称：(法人名）社会福祉法人半田同胞園 種別：（施設種別）母子生活支援施設

 (施設名）半田同胞園 （基準の種類）児童福祉施設（母子生活支援施設版）

代表者氏名：（施設長）杉浦　勝子
定員（利用人数）：２０世帯

所   在   地：〒４７５－０８４６ TEL　０５６９－２１－０６４５

愛知県半田市栄町２丁目２２番地

③総評

◇特に評価の高い点

　明確で分かり易い理念に基づき、きめ細かな支援がすすめられている。建物は老朽化しているが、独自の施設を
有効活用され、地域に根づき、地域との良好な関係によって、様々な課題をもつ母子の自立支援に向けた先駆的
なとりくみがなされている。
　少人数の職員ということもあって、よく意志疎通がはかられていると感じられ、支援のあり方に統一性を感じられ
た。それは、管理者の福祉にかける熱い思いが、強いリーダーシップとして発揮された反映のたまものと理解され
る。

◇改善を求められる点

　今回、第三者評価をうけるということで、マニュアル整備などをすすめてきたことが伺えたが、事業所自身が気が
付いているが、対応策をシステムとして構築することであり、いつでも誰でも対処できるよう早期に整備され、それを
もとに実践をふりかえりつつ、見直しするというシステム化によって、一層のサービス内容の充実が図ることを期待
する。
　人事考課、外部監査は、措置施設では困難ではあるけれど、法人として独自の方式を創造されることを期待す
る。

④第三者評価結果に対する事業者のコメント

　今回、福祉サービス第三者評価を受けるにあたり、何度も意見統一を図りましたので、職員間の連携が深まった
ように思います。
　特に、評価の高い点については、どの職員も真剣に第三者評価を受けましたので、納得と大変満足を致しており
ます。
　改善を求められる点も職員は納得できます。次回の第三者評価を受審するまでにいつでも誰でも対処できるよう
早期に整備してそれをもとに実践をふりかえりつつ、見直しするシステム化によって一層のサービス内容の充実を
図ることを約束します。人事考課・外部監査につきましては、法人として取組み、本事業所独自の方式を作成したい
と思います。

⑤評価項目（細目）の第三者評価結果（別添）



評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ-１　理念・基本方針

第三者評価結果

Ⅰ-１-(1)　理念、基本方針が確立されている。

Ⅰ-１-(1)-①　理念が明文化されている。　　　　　　　　 児入 1 ⓐ ・ b ・ c

Ⅰ-１-(1)-②　理念に基づく基本方針が明文化されている。 児入 2 ⓐ ・ b ・ c

Ⅰ-１-(2)  理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ-１-(2)-①　理念や基本方針が職員に周知されている。 児入 3 ⓐ ・ b ・ c

Ⅰ-１-(2)-②　理念や基本方針が利用者等に周知されている。 児入 4 ⓐ ・ b ・ c

Ⅰ-２　計画の策定

第三者評価結果

Ⅰ-2-(1)　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。　　　　　　　　　

Ⅰ-２-(1)-①　中・長期計画が策定されている。 児入 5 a ・ ⓑ ・ c

Ⅰ-２-(1)-②　中・長期計画を踏まえた事業計画が策定されている。 児入 6 a ・ ⓑ ・ c

Ⅰ-２-(２)　計画が適切に策定されている。

Ⅰ-２-(2)-①　計画の策定が組織的に行われている。 児入 7 ⓐ ・ b ・ c

Ⅰ-２-(2)-②　計画が職員や利用者に周知されている。 児入 8 ⓐ ・ b ・ c

Ⅰ-３　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

児入 9 ⓐ ・ b ・ c

児入 10 ⓐ ・ b ・ c

（別添）

※すべての評価細目（84項目）について、判断基準（の3
段階）に基づいた評価結果を表示する。

Ⅰ-３-(1)-①　管理者自らの役割と責任を職員に対して表明している。

Ⅰ-３-(1)-②　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

Ⅰ-３-(1)　管理者の責任が明確にされている。

評価項目(細目)の評価結果(母子生活支援施設)



児入 11 ⓐ ・ b ・ c

児入 12 ⓐ ・ b ・ c

評価対象Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ-1　経営状況の把握

第三者評価結果

児入 13 ⓐ ・ b ・ c

児入 14 ⓐ ・ b ・ c

児入 15 a ・ b ・ ⓒ

Ⅱ-２　人材の確保・養成

第三者評価結果

Ⅱ-２-(1)　人事管理の体制が整備されている。

児入 16 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-２-(1)-②　人事考課が客観的な基準に基づいて行われている。 児入 17 a ・ ⓑ ・ c

Ⅱ-２-(2)　職員の就業状況に配慮がなされている。

児入 18 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-２-(2)-②　福利厚生事業に積極的に取り組んでいる。 児入 19 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-２-(3)　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ-２-(3)-①　職員の教育・研修に関する基本姿勢が明示されている。 児入 20 ⓐ ・ b ・ c

児入 21 ⓐ ・ b ・ c

児入 22 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-２-(4)　実習生の受入れが適切に行われている。

児入 23 ⓐ ・ b ・ c

児入 24 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-１-(1)　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅱ-１-(1)-③　外部監査が実施されている。

Ⅱ-２-(1)-①　必要な人材に関する具体的なプランが確立している。

Ⅱ-２-(2)-①　職員の就業状況や意向を把握し必要があれば改善する仕組みが構築され
ている。

Ⅱ-２-(3)-③　定期的に個別の教育・研修計画の評価・見直しを行っている。

Ⅱ-１-(1)-①　事業経営をとりまく環境が的確に把握されている。

Ⅱ-１-(1)-②　経営状況を分析して改善すべき課題を発見する取組を行っている。

Ⅱ-２-(4)-②　実習生の育成について積極的な取組を行っている。

Ⅱ-２-(4)-①　実習生の受入れに対する基本的な姿勢を明確にし、体制を整備している。

Ⅱ-２-(3)-②　個別の職員に対して組織としての教育・研修計画が策定され計画に基づい
て具体的な取組が行われている。

Ⅰ-３-(2)-②　経営や業務の効率化と改善に向けた取組に指導力を発揮している。

Ⅰ-３-(2)-①　質の向上に意欲を持ちその取組に指導力を発揮している。

Ⅰ-３-(２)　管理者のリーダーシップが発揮されている。



Ⅱ-３　安全管理

第三者評価結果

Ⅱ-３-(1)　利用者の安全を確保するための取組が行われている。

児入 25 a ・ ⓑ ・ c

児入 26 ⓐ ・ b ・ c

児入 27 a ・ ⓑ ・ c

Ⅱ-４　地域との交流と連携

第三者評価結果

Ⅱ-４-(1)　地域との関係が適切に確保されている。

児入 28 ⓐ ・ b ・ c

児入 29 ⓐ ・ b ・ c

児入 30 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-４-(2)　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ-４-(2)-①　必要な社会資源を明確にしている。 児入 31 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-４-(2)-②　関係機関等との連携が適切に行われている。 児入 32 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-４-(３)　地域の福祉向上のための取組を行っている。

Ⅱ-４-(3)-①　地域の福祉ニーズを把握している。 児入 33 ⓐ ・ b ・ c

Ⅱ-４-(3)-②　地域の福祉ニーズに基づく事業・活動が行われている。 児入 34 ⓐ ・ b ・ c

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ-１　利用者本位の福祉サービス

第三者評価結果

Ⅲ-１-(1)　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

児入 35 ⓐ ・ b ・ c

児入 36 a ・ ⓑ ・ c

Ⅲ-１-(2)　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ-１-(2)-①　利用者満足の向上を意図した仕組みを整備している。 児入 37 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-１-(2)-②　利用者満足の向上に向けた取組を行っている。 児入 38 a ・ ⓑ ・ c

Ⅱ-３-(1)-②　施設として火災や震災への対応は適切である。

Ⅱ-３-(1)-①　緊急時（事故、感染症の発生時など）の対応など利用者の安全確保のため
の体制が整備されている。

Ⅱ-３-(1)-③　利用者の安全確保のためにリスクを把握し対策を実行している。

Ⅱ-４-(1)-②　施設が有する機能を地域に還元している。

Ⅱ-４-(1)-①　利用者と地域との関わりを大切にしている。

Ⅱ-４-(1)-③　ボランティア受入れに対する基本姿勢を明確にし、体制を確立している。

Ⅲ-１-(1)-①　利用者を尊重したサービス提供について共通の理解をもつための取組を
行っている。

Ⅲ-１-(1)-②　利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等を整備している。



Ⅲ-１-(3)　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

Ⅲ-１-(3)-①　利用者が相談や意見を述べやすい環境を整備している。 児入 39 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-１-(3)-②　苦情解決の仕組みが確立され十分に周知・機能している。 児入 40 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-１-(3)-③　利用者からの意見等に対して迅速に対応している。 児入 41 a ・ ⓑ ・ c

Ⅲ-２　サービスの質の確保

第三者評価結果

Ⅲ-２-(1)　質の向上に向けた取組が組織的に行われている。

児入 42 ⓐ ・ b ・ c

児入 43 a ・ ⓑ ・ c

Ⅲ-２-(1)-③　課題に対する改善策・改善計画を立て実施している。 児入 44 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-２-(2)　個々のサービスの標準的な実施方法が確立している。

児入 45 a ・ ⓑ ・ c

児入 46 a ・ ⓑ ・ c

Ⅲ-２-(3)　サービス実施の記録が適切に行われている。

児入 47 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-２-(3)-②　利用者に関する記録の管理体制が確立している。 児入 48 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-２-(3)-③　利用者の状況等に関する情報を職員間で共有化している。 児入 49 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-３　サービスの開始・継続

第三者評価結果

Ⅲ-３-(1)　サービス提供の開始が適切に行われている。

児入 50 ⓐ ・ b ・ c

児入 51 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-３-(２)　サービスの継続性に配慮した対応が行われている。

児入 52 ⓐ ・ b ・ c
Ⅲ-３-(2)-①　施設の変更や家庭への移行などにあたりサービスの継続性に配慮した対応
を行っている。

Ⅲ-３-(1)-①　利用希望者に対してサービス選択に必要な情報を提供している。

Ⅲ-２-(3)-①　利用者に関するサービス実施状況の記録が適切に行われている。

Ⅲ-３-(1)-②　サービスの開始にあたり利用者等に説明し同意を得ている。

Ⅲ-２-(1)-②　評価の結果に基づき組織として取り組むべき課題を明確にしている。

Ⅲ-２-(2)-①　個々のサービスについて標準的な実施方法が文書化されサービスが提供さ
れている。

Ⅲ-２-(2)-②　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

Ⅲ-２-(1)-①　サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備している。



Ⅲ-４　サービス実施計画の策定

第三者評価結果

Ⅲ-４-(1)　利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ-４-(1)-①　定められた手順に従ってアセスメントを行っている。 児入 53 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-４-(1)-②　利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明示している。 児入 54 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-４-(2)　利用者に対するサービス実施計画が策定されている。

Ⅲ-４-(2)-①　サービス実施計画を適切に策定している。 児入 55 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-４-(2)-②　定期的にサービス実施計画の評価・見直しを行っている。 児入 56 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5　母子生活支援施設の固有サービス

第三者評価結果

Ⅲ-5-（1）　利用者を尊重している。

母 57 ⓐ ・ b ・ c

母 58 ⓐ ・ b ・ c

母 59 ⓐ ・ b ・ c

母 60 ⓐ ・ b ・ c

母 61 ⓐ ・ b ・ c

母 62 ⓐ ・ b ・ c

母 63 ⓐ ・ b ・ c

母 64 ⓐ ・ b ・ c

母 65 ⓐ ・ b ・ c

母 66 ⓐ ・ b ・ c

母 67 ⓐ ・ b ・ c

母 68 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（3）-③　就学時の日常生活上の支援を適切に行っている。 母 69 ⓐ ・ b ・ c

母 70 ⓐ ・ b ・ cⅢ-5-（3）-④　行事などのプログラムは、母子が参画しやすいように計画・実施されている。

Ⅲ-5-（1）-①　施設生活全般について、子どもが自由に意見を表明する機会を設け、それ
に応えている。

Ⅲ-5-（1）-④　母親自身が自分たちの生活全般について自主的に考える活動（施設内の自
治会活動等）を推進し、施設における生活改善に向けて積極的に取り組んでいる。

Ⅲ-5-（1）-⑤　施設の行う援助について事前に説明し、母子が主体的に選択（自己決定）で
きるように支援している。

Ⅲ-5-（2）　援助の基本が適切に行われている。

Ⅲ-5-（1）-②　施設生活全般について、母親が自由に意見を表明する機会を設け、それに
応えている。

Ⅲ-5-（1）-⑦　母子に対する暴力、言葉による脅かし等の不適切な関わりの防止と早期発
見に取り組んでいる。

Ⅲ-5-（1）-⑧　母親・子ども個人の思想や信教の自由は、他の母子の権利を妨げない範囲
で保障されている。

Ⅲ-5-（3）-②　子どもの学習環境の整備を行い、必要に応じて学習支援を行っている。

Ⅲ-5-（3）-①　母親や子どものニーズに応じた保育サービスを行っている。

Ⅲ-5-（2）-①　子どもと職員との間に信頼関係を構築し、常に個々の子どもの発達段階や
課題に考慮した援助を行っている。

Ⅲ-5-（2）-②　母親と職員との間に信頼関係を構築し、母親の自立支援に配慮した適切な
援助を行っている。

Ⅲ-5-（3）　保育・学習等の支援が適切に行われている。

Ⅲ-5-（1）-③　子ども自身が自分たちの生活全般について自主的に考える活動（施設内の
自治会活動等）を推進し、施設における生活改善に向けて積極的に取り組んでいる。

Ⅲ-5-（1）-⑥　職員が母子に対して体罰を行わないよう徹底している。



Ⅲ-5-（4）　母子や他者との関係調整の支援が適切に行われている。

Ⅲ-5-（4）-①　子どもと母親との関係調整を必要に応じて行っている。 母 71 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（4）-②　子どもと家族、友人等との関係調整を必要に応じて行っている。 母 72 ⓐ ・ b ・ c

母 73 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（4）-④　母親と他者との関係調整のための支援を行っている。 母 74 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（5）　母子への相談支援等が適切に行われている。

Ⅲ-5-（5）-①　母親の子育てに関する不安を受け止め、必要な助言、援助を行っている。　 母 75 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（5）-②　母親が病気の時の支援を適切に行っている。 母 76 ⓐ ・ b ・ c

母 77 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（5）-④　母子の社会的自立を目指し、十分な相談体制をとっている。 母 78 ⓐ ・ b ・ c

母 79 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（5）-⑥　母親の職業能力開発や就労支援を行っている。 母 80 ⓐ ・ b ・ c

母 81 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（6）　緊急時の対応が適切に行われている。

母 82 ⓐ ・ b ・ c

母 83 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（7）　環境等への配慮が適切に行われている。

Ⅲ-5-（7）-①　居室等施設全体が、生活の場としての快適さに配慮したものになっている。 母 84 ⓐ ・ b ・ c

Ⅲ-5-（5）-③　必要に応じ、母子への家事支援や生活に関するスキル向上の支援を行って
いる。

Ⅲ-5-（6）-①　夫等の暴力により保護を必要とする母子の緊急利用に適切に対応してい
る。

Ⅲ-5-（6）-②　夫等の暴力により保護を必要とする母子の安全確保を適切に行っている。

Ⅲ-5-（4）-③　母親と夫との関係調整のための支援を行っている。

Ⅲ-5-（5）-⑤　心理的なケアが必要な母子に対して心理的な支援を行っている。

Ⅲ-5-（5）-⑦　母親が必要に応じて社会資源を有効に利用できるように支援を行っている。
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